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要旨：2022 年 1 月から南信州地域を襲った COVID-19 第 6 波の主流となったオミクロン BA.1 株につ
いて、その世代時間を推測した。2021 年 1 月の第 3 波の従来株では 5 ～ 7 日であったのに対し、オミ
クロン株は 2 日に短縮していた。感染拡大防止のために、診断を迅速に行うこと、感染者の周辺の接
触者たちにいちはやく情報を伝えることがますます重要になってきている。

A．目的
　新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は日
本に上陸して 3 年目を迎えている。2020 年は迅
速な検査の実施と積極的疫学調査により感染の
拡がりを抑えて来た。2021 年はワクチンと抗ウ
イルス薬の導入により、能動的にウイルスに立ち
向かえるようになったかに見えた。ところがウ
イルスの側は自らの抗原性を次々変化させ、ヒ
トからヒトへの感染伝播のスピードを上げるこ
とで、より速やかにより多くのヒトを感染させ
るように変化した。その代表的な変異型がオミ
クロン株である。感染を受けてから発症するの
に 3 日。発症前日にはすでにほかの人を感染さ
せてしまっている。本発表では保健所で聞き取
りを行い、検査を行って感染経路を追跡できた
症例を、個人の特定につながらないよう配慮し
つつ提示し、その伝播に要する時間（世代時間）
を推測した。
B．方法
　2021年 1 月～ 3月の期間、保健所では COVID-19
の発生届を受領したのち、当該患者に対し以下の
要領で聞き取りを行った。発症前２～３日の行
動・接触した人をリストアップし、まず当該患
者にウイルスを伝播した人の特定に努めた。ま
た発症までの 2 日間、当該患者がウイルスを伝
播した可能性のある人を、接触者あるいは濃厚
接触者に判別し、健康観察あるいは自己隔離を
依頼した。
　この聞き取り情報をもとに伝播の起きた日時

を推定し、ウイルスの世代時間を推測した。さ
らに 1 月上旬以降、毎週複数の検体を長野県環
境保全研究所に送り、ウイルスの塩基配列を読
み取って株の同定を行った。
C．結果
　聞き取りにより感染元が推定された人の多く
が発症の 3 日前の接触であった。また発症の前
日に接触のあった人が次々と感染していたこと
から、オミクロン株はウイルスを受け取ってか
ら 48 時間で次の人を感染させられる状態になっ
ていることが推定された（図１）。飲食店 B の利
用者で、1 月 2 日夜に感染した人がいるが、この
人は 1 月 4 日の午後に職場の人にウイルス伝播
を起こしている。世代時間はさらに短い 42 ～ 45
時間と推測された。
　塩基配列の読み取りにより、1 月上旬の飲食
店におけるクラスターは、オミクロン BA.1 株に
より引き起こされたことが分かった。次いでオ
ミクロン株は東京では 3 月の上旬に BA.1 株から
BA.2 株に置き換わりをみせた。長野県南信州地
域ではこの置き換わりは 3 月 19-21 日の 3 連休の
時に起きたことが、塩基配列読み取りにより判明
した。BA.1 株より BA.2 株の方がさらに伝播速
度が速いと推測されたが、感染経路が不明または
複数考えられる事例が増えたため、BA.2 株につ
いて違いを示せるだけの成績は得られなかった。
D．考察
　2022 年 1 月上旬は飯田地方の感染立ち上が
り初期で、他のルートからの感染が無い時期だ
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ったため、世代時間をかなり正確にとらえられ
た。2021 年 1 月の COVID-19 従来株の流行では
1 次感染から 2 次感染そして 3 次感染への世代時
間は 1 サイクルあたり 5 日～ 7 日であった１）２）。
2021 年 7 月～ 9 月に感染の主流であったデルタ
株の世代時間は、飯田保健所の記録を振り返る
と 3 日～ 4 日であった。2022 年 1 月のオミクロ
ン BA.1 株の流行ではその世代時間は 2 日に短縮
した。感染後 3 日目に発症する人が多く、その
前日にはすでに次の人を感染させてしまってい
る。ウイルスは世代時間を短くすることで、他
の株より早く他者への感染を起こし、自らの株
を広げる戦略を取っているのだろう。2022 年 3
月下旬のオミクロン BA.2 への置き換わりが速や
かだったのも、より短い世代時間により BA.1 株
を凌駕したからと類推する。
E．まとめ
　2022 年 1 月から南信州地域を襲った COVID-19

第 6 波の主流となったオミクロン BA.1 株につい
て、その世代時間を推測した。2021 年 1 月の第
3 波の従来株では 5 ～ 7 日であったのに対し、オ
ミクロン株は 2 日に短縮していた。感染拡大防
止のために、診断を迅速に行うこと、感染者の
周辺の接触者たちにいちはやく情報を伝えるこ
とがますます重要になってきている。
F．利益相反
　利益相反なし。
G．文献
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図１ 2022 年 1 月飯田保健所管内の飲食店で観察された COVID-19 オミクロン BA.1 株クラスター 

□は男性、○は女性、中の数字は上が発症日、下は陽性判明日 
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